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第3章は 年間トピックス
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調査方法・市場分類
分析手法・区分定義

調査母数の業態分析

経済統計と本調査報告
との整合性

第7章でマクロ経済指標と整合性

前年度と変わっているかどうかを
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今後のWG

毎年6月の成果発表後に「納会」

毎月のWGの中で、特に今年、2017年度にやること
6月～8月： 定義区分、市場セグメントの見直し

⇒見直しをした場合は、過去に遡ってデータの整合性をとる

調査方針、分析手法などの決定

9月： 新しい集計用エクセル表の完成 ⇒ 半自動化検討

10月： 2016年度の企業業績データの購入

11月・12月 個社別データの集計作業

1月 NSF（JNSAネットワークセキュリティフォーラム）2018で速報値発表
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